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はじめに

2026年3月

エコ・ヒューマン地域連携センター⻑

杉山 武志

2024年度も無事に, エコ・ヒューマン地域連携センター（EHC）の一年の成果を記
した『活動・研究報告集』を発⾏することができました。これもひとえに, 日頃から
EHCを支えてくださっている地域の皆様, 本学の関係各位のご尽⼒によるものです。本
報告集の巻頭を記すにあたり, EHCに関わる全ての皆様に感謝を申し上げます。

さて, 本年度のEHCでは, 既存の教員プロジェクトや学⽣プロジェクトの活動をさら
に発展・深化させながら, コロナ禍では実現しがたかった「新たなプロジェクトを⽴ち
上げること」にも注⼒した一年でした。今年度あらたに⽴ち上げられたプロジェクト
は, 教員プロジェクト1件, 学⽣プロジェクト4件にのぼります。従来からのプロジェク
トを含めると, 9つの教員プロジェクトと11団体の学⽣プロジェクトが活発な活動を展
開しています。

もちろん, 地域連携には質の高い活動内容が希求されますので, 必ずしも件数が⼤事
な訳ではありません。しかし, ポストコロナ期に地域から求められるEHCへの期待や学
⽣たちの希望は着実に多様化しています。そうしたなか, 新たなニーズをとらえたプロ
ジェクトをできる限り孵化させていくことも⼤切になってきています。学⽣たちが希
望する「こんなことを地域の人たちや学⽣のみんなと実現してみたい」という声と, 地
域の皆様からの「このような地域課題を学⽣たちと解決してみたい」という期待を組
み合わせて, 上⼿く孵化させるインキュベーションの仕組みづくりに⼒を注いだ理由で
す。

一例を紹介しておきますと, 今年度EHC内に設置した「地域連携caféルリアン」には,
フランス語から取った名称が示すように, 地域の人たちや学⽣たちの「絆」を深めなが
ら新しい連携活動の芽を育むインキュベーション機能の一角を担ってもらっています。
さらに, 昨年度より始動した「ため池アクション」（EHCが担当している環境人間学部
の「特別フィールドワーク」という授業の一つ）では, 一歩前進させて, 授業で発⾒し
た地域課題を解決するために新たなプロジェクトを起こし, 学⽣と地域の人たちが授業
後も継続的に関わりあえる環境づくりの創出を目指しました。こうしたインキュベー
ションの仕組みを構築するにあたっては, EHCにおいてコーディネート教員を務めてく
ださっている柴﨑浩平助教の果たした役割が⼤きかったと考えています。

他にも, 巻頭だけでは紹介しきれない魅⼒あふれる多くの教員プロジェクトや学⽣プ
ロジェクトがEHCにはあります。本報告集のページを開いていただき, 各プロジェクト
の成果に触れてもらえればと願っています。また, 本報告集では各プロジェクトの報告
以外にも, EHC兼務教員や学⽣から寄稿を受けた貴重な研究成果も掲載しています。ぜ
ひご覧いただき, 実践と研究が連動するダイナミックなEHCの躍動を感じていただけれ
ば幸いです。
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『活動・研究報告集』第9号の編集にあたって

2025 年度も無事に、エコ・ヒューマン地域連携センター（EHC）の一年の記録と成果を記
した『活動・研究報告集』を発行することができました。早いもので、今号で通巻 9号です。
これもひとえに、日頃からEHCを支えてくださっている地域の皆様、本学の関係各位のご尽力
によるものです。本報告集の巻頭を記すにあたり、EHCに関わる全ての皆様に感謝を申し上げ
ます。
 
さて、EHCには、教員がイニシアチブをとる「教員プロジェクト」の活動と、学生が主体となっ

て動かす「学生プロジェクト」の活動があります。教員プロジェクトは新規プロジェクトも含
めて10件、学生プロジェクトは11件、計21件のプロジェクトが元気に活動を展開しています。

地域連携には質の高い活動内容が希求されますので、必ずしもプロジェクト数が大事な訳で
はないのですが、私たち EHCとしては環境人間学部で学ぶ学生たちの様々なニーズに応えら
れるよう、ここ数年にわたってプロジェクトを増やしてきました。各プロジェクトに参加する
学生数も増加傾向にあります。「地域連携活動に参加してみたい」「地域の人たちに寄り添って
一緒に地域課題解決に臨んでみたい」と学生たちが思える環境を創造しておくことは、地域連
携活動の第一歩となります。学生たちの参加意欲を育むことは、本センターが目指している「学
生が動けば、地域も変わる」実践につながっていくものと考えています。

ところで、今年度の EHCでは、地域連携活動の質的向上をはかる一環として、各プロジェ
クトの外部資金獲得の支援にも力を注ぎました。その成果として、今年度は 5件の外部資金を
得ています。支援にあたっては、コーディネート教員を務めてくださっている柴﨑浩平助教の
果たした役割が大きかったと感じています。学生たちが外部資金の申請に挑むのは何かとハー
ドルもあるものです。そうしたなか、学生たちからの相談に丁寧に応対して、申請から採択へ
の道を拓いてくれました。

EHCには、巻頭で紹介しきれない魅力にあふれるプロジェクトが多数あります。ぜひ本報告
集を開いていただき、各プロジェクトの活動に触れてもらえればと願っています。

また、本報告集では各プロジェクトの報告以外にも、EHC兼務教員や学生から寄稿を受けた
貴重な研究成果も掲載しています。ぜひご覧いただき、実践と研究が連動するダイナミックな
EHCの躍動を感じていただければ幸いです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2026 年 3月
エコ・ヒューマン地域連携センター長

杉山　武志
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1エコ・ヒューマン地域連携センターと運営体制
「学生が動けば地域も変わる」

エコ・ヒューマン地域連携センター（略称：EHC）は、兵庫県立大学環境人間学部によって、
2011 年 3 月 23 日開設されました。「学生が動けば地域も変わる」というキャッチコピー
を掲げ、様々な地域連携活動を創出・支援しています。

学部の専門知を地域との交流や連携活動に活用し、学生の実践力
の養成とともに地域の人材の育成を図り、地域の発展に貢献する
ことにあります。

そのために、環境人間学部の学生・教員による地域連携活
動を推進しています。地域連携活動とは、地域に関わるさ
まざまなアクター（住民、行政、NPO、企業、専門家など）
と学生・教員が連携し、地域課題解決の新しいかたちを生
みだすいとなみのこと。大学の資源（知識・技術・マンパワー）
をいかし、地域の課題解決や価値の創造に挑戦することで、
大学と地域の相互発展をめざしています。

環境人間学部は、文系・理系の枠を超えて人間の本質を見つめ、豊かな環境や暮らしを探求します。
学部は、5 つの系・課程で構成され、そのうち、3 つの系に所属する教員が兼務教員を務めています。
毎月 1 回程度の頻度で、運営委員会を開催し、情報共有をおこなうとともに、EHC が進む方向性な
どについて議論を重ねています。

センター長　　　　　杉山 武志
副センター長　　　　太田 尚孝
コーディネート教員　柴崎 浩平
兼務教員　　　　　　乾 美紀、荘所 直哉、竹端 寛、保坂 裕子、三田村 哲哉、
　　　　　　　　　　三宅 康成、森 寿仁、安枝 英俊
連携教員　　　　　　坂本 薫（先端食科学研究センター長）

 （五十音順）

杉山 武志 太田 尚孝 柴崎 浩平

EHCの目的

運営委員
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エコ・ヒューマン地域連携センターについて

センター⻑ 杉山 武志
副センター⻑ 太田 尚孝
コーディネート教員 柴崎 浩平
兼務教員 乾 美紀，荘所 直哉，竹端 寛，保坂 裕子，三田村 哲哉，

三宅 康成，森寿仁，安枝 英俊
連携教員 坂本薫（先端⾷科学研究センター⻑）

運営委員

太田 尚孝杉山 武志 柴崎 浩平

環境人間学部は，⽂系・理系の枠を超えて人間の本質を⾒つめ，豊かな環境や暮らしを探求します。学部は，
5つの系・課程で構成され，そのうち，3つの系に所属する教員が兼務教員を務めています。毎月1回程度の
頻度で，運営委員会を開催し，情報共有をおこなうとともに，EHCが進む⽅向性などについて議論を重ねて
います。

エコ・ヒューマン地域連携センター（略称︓EHC）は，兵庫県⽴⼤学環境人間学部によって，2011年3月23
日開設されました。「学⽣が動けば地域も変わる」というキャッチコピーを掲げ，様々な地域連携活動を創
出・支援しています。

EHCの目的
学部の専門知を地域との交流や連携活動に
活用し，学⽣の実践⼒の養成とともに地域
の人材の育成を図り，地域の発展に貢献す
ることにあります。

「学生が動けば地域が変わる」
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エコ・ヒューマン地域連携センターと運営体制1

そのために，環境人間学部の学⽣・教員による地域連携活動を推進
しています。地域連携活動とは、地域に関わるさまざまなアクター
（住⺠、⾏政、NPO、企業、専門家など）と学⽣・教員が連携し、
地域課題解決の新しいかたちを⽣みだすいとなみのこと。⼤学の資
源（知識・技術・マンパワー）をいかし、地域の課題解決や価値の
創造に挑戦することで、⼤学と地域の相互発展をめざしています。

2
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取組の内容

地域連携プロジェクト

情報発信

相談受付・対応

以下の3つの活動を通して，地域連携活動を促しております。

学内外からの様々な相談に応じることで，ニーズや課題を発掘するとともに，⼤学の資源
（知識，技術，マンバワーなど）とのマッチングを図ります。

EHCのホームページおよび各種SNSの運用をベースに，主には各種地域連携プロジェクト
の活動内容や成果を発信しています。

多様な主体と連携した実践・研究プロジェクトの実施・支援を通して，学⽣が主体的に取
り組みやすい環境づくりをおこない，地域人材を育成しています。

アクセス

交通アクセス
JR・山陽電鉄
姫路駅北⼝より神姫バス︓220円／乗⾞時間︓約10分
9番のりば︓11、12、13系統
10番のりば︓7、10系統

「県⽴⼤環境人間学部」下⾞

〒670-0092
兵庫県姫路市新在家本町1-1-12
姫路環境人間キャンパス内 いちょう南館P104

以下の 3 つの活動を通して、地域連携活動を促しております。

多様な主体と連携した実践・研究プロジェクトの実施・支援を通して、学生が主体的に取り組み
やすい環境づくりをおこない、地域人材を育成しています。

取組の内容

アクセス

地域連携プロジェクト

相談受付・対応

情報発信
EHC のホームページおよび各種 SNS の運用をベースに、主には各種地域連携プロジェクトの
活動内容や成果を発信しています。

学内外からの様々な相談に応じることで、ニーズや課題を発掘するとともに、大学の資源（知識、
技術、マンバワーなど）とのマッチングを図ります。

エコ・ヒューマン
地域連携センター
（いちょう南館）

学術情報館
図書館 兵庫県立大学

姫路環境人間
キャンパス

ゆりのき会館

神姫バス
｢県立大環境人間
学部｣下車すぐ

講堂

N
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教員プロジェクトにおける

入学年度ごとの学生数（n=100）

4回生

3回生2回生

1回生

修士課程

学生プロジェクト

両方

3回生

教員プロジェクト
1回生

修士課程

2回生

所属プロジェクトごとの学生数（人） 
地域連携プロジェクトにおける

入学年度ごとの学生数（人）（n=289）

学生プロジェクトにおける

入学年度ごとの学生数（n=208）

4回生

3回生

1回生

2回生

4回生

（n=289）

地域連携プロジェクトには大きく、教員が主導する「教員プロジェクト」
と学生団体が主導する「学生プロジェクト」があります。両プロジェク
ト合わせて、289 名の学生が地域連携活動に従事しています。

右図にあるように、多くは学生プロジェクトに所属しており（65%）、
両プロジェクトに参加する学生も存在します（7％）。また、地域連携
プロジェクトに参画する学生の学年をみると、1 回生（40%）、2 回生

（26%）、3 回生（24%）、4 回生（10%）の順に多くみられます。

活動のキーワードとしては、建築や地域創
生、高齢者、ラオス、里山などがみられ、
環境人間学部の多様さが確認されます。主
なフィールドは、姫路市近辺の他、淡路島
や丹波篠山市といった兵庫県下の他、海外
もみられます。

参加学生は 100 名であり、右図にあるよう
に入学年度ごとにみると、3 回生（40%）
や 1 回生（34%）が多い傾向がみられます。

参加学生総数

289
（昨年度 255）

プロジェクト数

10
（昨年度 9）

参加学生数

100
（昨年度 81）

教員プロジェクト一覧

プロジェクト名 教員 キーワード フィールド メンバー数

淡路島プロジェクト 三田村哲哉 建築、都市、地域 淡路島 －

播磨プランニングラボ 太田尚孝 都市計画、計画演習、自治体連携 ⾼砂市 8

東部六地区活性化ラボ Go
EAST ！

杉⼭武志
コミュニティ経済、地域コミュニ
ティ、大学間連携

丹波篠⼭市
（東部 6 地区）

20

お太子活性化ラボ 杉⼭武志
まちづくり、ものづくり、
居場所づくり

太子町 2

北⼋代プロジェクト 安枝英俊
集会所、半屋外空間、
居場所づくり

姫路市 9

学生島活プロジェクト＠家島 太田尚孝 空き家再生、DIY、離島
姫路市

（家島諸島）
12

学生国際協⼒団体 CHISE 乾美紀
教育支援、洪水対策支援、
ラオス⼭岳地帯

ラオス 22

ため池みらいプロジェクト 柴崎浩平
水・農業、⾥⼭、コミュニティ・
ビジネス

東播磨 19

草刈りエクササイズ 森寿仁、柴崎浩平 草刈り、エクササイズ、農村 加古川市他 5

こどもみどりプロジェクト 柴崎浩平 小学校、農業体験、食育 姫路市 8

2 地域連携プロジェクト

教員プロジェクト

44
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学生
プロジェクト
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34%

1%

10%
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24%
 

26% 

40%  

65%

28%

7%

9%
 17%

 

32%
42%

 

 

教員プロジェクトにおける

入学年度ごとの学生数（n=100）

4回生

3回生2回生

1回生

修士課程

学生プロジェクト

両方

3回生

教員プロジェクト
1回生

修士課程

2回生

所属プロジェクトごとの学生数（人） 
地域連携プロジェクトにおける

入学年度ごとの学生数（人）（n=289）

学生プロジェクトにおける

入学年度ごとの学生数（n=208）

4回生

3回生

1回生

2回生

4回生

（n=289）

活動内容のキーワードとしては、農業、
食、栄養、里山、国内外の子どもなど
みられ、環境人間学部の多様さが確認
されます。主なフィールドとしては、
姫路市の他、明石市や加古川市、高砂
市など姫路市から東のエリアが中心と
なっています。

参加学生は 208 名であり、右図にあ
るように入学年度ごとにみると、1 回
生（42%）、2 回 生（32%）、3 回 生

（17%）の順に多くみられます。

プロジェクト数
（学生団体数）

11
（昨年度11）

参加学生数

208
（昨年度190）

学生プロジェクト一覧

団体名 顧問教員 キーワード フィールド メンバー数

農楽部 畑っこ
坂本薫
柴崎浩平

農業、多世代交流、地域交流
姫路市（環境人間キャンパ
ス内の畑）

21

campustree 柴崎浩平
キャンドル、地域交流、コミュニケー
ション

⾼砂市など 31

Change 三宅康成 子ども、地域交流、イベント企画 姫路市、明⽯市、⾼砂市 32

木くらげ 荘所直哉 ⾥⼭、地域、学生 ⾥⼭（姫路市⾹寺町須加院） 28
兵庫商品開発
プロジェクト DEN

坂本薫 食、農、栄養 学内、姫路市 35

conneko- コネコ - 保坂裕子
子ども食堂、学習支援、
ボランティア

明⽯市、⾼砂市、加古川市 25

Jyoto's 乾美紀
外国ルーツの子ども、学習支援、
地域ネットワーク

姫路市城東町 11

＋ art プロジェクト 柴崎浩平 アート、デザイン、地域交流 姫路市、加古川市 23

地域連携 café ルリアン 柴崎浩平
場づくり、学生間交流、
インキュベート

学内 3

広尾東ファンクラブ 柴崎浩平 農村、地域活性化、コミュニティ 加古川市 8

⼭採りみらいグループ 柴崎浩平
⾥⼭活⽤、コミュニティ・ビジネス、
⼭採り

加古川市 7

学生プロジェクト

5
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新入生を歓迎するため、「春フェス」を開催しました。本「春フェス」は、学生が春フェス実
行委員を立ち上げ、企画・実施いたしました。当日は、食に関する学生団体による軽食の提供
などをおこない、100 名以上の学生が参加しました。

春フェスの開催

学生が集う場づくり 独自保険制度

学生団体間および学内外のネットワークを確
保・強化すべく、新入生歓迎会やEHC 交流会、
EHC ランチを学生と企画・実施するとともに、
オープンキャンパス等の各種イベントに EHC
として出展しました。

多様な地域活動を安全・安心に実施する
ため、保険体制をみなおし、新たな保険
に加入する仕組みを構築しました。

地域連携プロジェクトへのサポート

学生が集う場づくり

6
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①EHC教員プロジェクト部門
学生国際協力団体 CHISE（乾）
学生島活プロジェクト @ 家島（太田）

②EHC学生プロジェクト部門
conneko- コネコ -（保坂）、Change（三宅）、DEN（坂本）、
＋ art プロジェクト（柴崎）、山採りみらいグループ（柴崎）
Jyoto’s（乾美紀）、畑っこ（坂本、柴崎）

コンぺの開催

外部資金の獲得支援

活動資金の獲得支援 EHCの開放

地域連携プロジェクトの活動を拡充させるた
め、コンペティション形式にて活動助成をお
こないました。また、外部資金の獲得に向
けた支援をおこないました。

EHC を開放し、学生が打ち合わせ
等に使用できるよう、開放するよう
にしました（予約制）。

先述のプロジェクトを遂行するとともに、活動しやすい環境を整えるべく、
各種サポートをおこないました。

学生資金の獲得支援

活動助成の対象として、大きく 2 つの部門を設けました。① EHC 教員プロジェクト部門、②
EHC 学生プロジェクト部門。採択された地域連携プロジェクトは以下の通りです。各プロジェ
クトの詳しい内容は、本報告書に記載しております。なお、（     ）内は顧問ないし担当教員を
意味します。

2025 年度に獲得した外部資金 一覧

事業名 事業主体 ⾦額 プロジェクト

地域×⼤学×企業のひょう
ご絆プロジェクト

兵庫県企画部地
域振興課

計 110 万円
（�3 プロジェクト

の合計）

・特別フィールドワーク「ため池アクション」
・ため池みらいプロジェクト

SDGs HYOGO ⻘年チャ
レンジ

公益財団法人兵
庫県⻘少年本部

20 万円 ・学⽣団体広尾東ファンクラブ

加古川市協働のまちづくり
推進事業

加古川市市⺠活
動推進課

20 万円 ・学⽣団体山採りみらいプロジェクト

7
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授業としての「特別フィールドワーク」を EHC として企画・運営いたしました。
今年度は、以下の 2 つをおこないました。

3【授業】特別フィールドワークの実施

本授業の目的は、空き家が社会問題化
している家島をフィールドに、空き家
改修の実体験を通して、空き家の再生
の実情を知るとともに、必要な技術や
知識を実践的に学ぶことにあります。

受講生（8 名）は、３年生以上の学生
であれば、系やゼミに関係なく履修で
きるようにしました。

なお、本授業は、教員プロジェクト「学
生島活プロジェクト」の一環として行
われました。詳細は「学生島活プロジェ
クト」の報告をご覧ください。

農業・農村が抱える課題に関して、学生 3 人
程のチームを組み、地域住民、専門家、ファ
シリテーターと共に、6 ヶ月間で 1 つのテー
マに取り組みました。

参加学生数は 13 名、1,2 回生の参加がみら
れました。また、サポーターとして昨年度の
受講生が 2 名参加。

実施時期は、2024.5 〜 10、実践フィール
ドは加古川市、稲美町。地域課題の多くは、
一朝一夕に解決できるものではなく、厳しい
現実もあります。そういったなかでの、「新し
いこと」や「楽しいこと」を生み出していく、
そういったムードを作っていくことを大事に
して実施してきました。

① 「空き家再生実践演習」

②「ため池アクション」

8
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夏祭りを故郷に帰るきっかけにし
てもらい、交流を促す 2 つの企画
を考案・実施しました。

1 つ目は大声大会で、大人 12 人、
子ども 2 人が参加しました。2 つ
目は盆踊り練習会で、これまで参
加していない人への参加を呼びか
けました。学生が企画した盆踊り
の練習会を通じて当日の会場の一
体感を生み出すなど、確かな成果
がありました！

参加者へのアンケート調査を実施
したところ「今年の夏祭りは活気
があった」「今後も夏祭りが開催さ
れることを望む」「温かい歓迎と継
続希望」の声をいただき、学生も
地域活動の楽しさと運営の難しさ
を肌で感じることができました。

昨今、社会的にも関心の高い「お米」
が抱える問題に対する解決策を学
生視点で提案いたしました。

２チーム７人が苗を作る種まきか
ら稲刈りまで関わり、それぞれの

「お米クラブ」を提案しました。1
つ目は、大学生を対象にした「自
然とつながる居場所づくり」で、
人手が足りない農作業を手伝うと
ともに、写真を中心に交流サイト
で農家の米をＰＲするというもの。
2 つ目は、農業に関心のある高校
生・大学生が「ガチの農作業」に
携わる。ＳＮＳで農家とのマッチ
ングを行い、作業の合間での交流
を通じて仲良くなったり、農業の
知識を得たりするものです。

地域にとってどんな夏祭りが求めれているか。学生企画の実施
ACTION 1  地域の夏祭りをプロデュースしよう！

ACTION 2  みんなでお米を作る「お米クラブ」を作ろう！

学生視点で、「お米」が抱える問題解決策を提案

各アクションの成果 「ため池アクション」の詳細

9
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本プログラムに関わるメンバーの顔合わせの場。学生だけでなく、受け入れ側の地域住民や専門家、
ファシリテーターや行政職員など、さまざまな立場の方と、目的を共有するとともに、メンバー間
の関係性を構築しました。

2 つのテーマ、それぞれがそれぞれの地域、課題に向き合って、フィールドワークを行いました。
短い期間のなかで、各チーム共に地域の現状や課題を知ろうとする姿勢や、何か貢献したい、とい
う思いを持ってフィールドワークに取り組む姿が印象的でした。フィールドワークは計 4 回をベース
として、その他の日もメンバーが集まり、成果発表に向けた準備を進めました。

① 開校式

② フィールドワーク 

プログラムの行程

10
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活動を通して得られたアウトプットや成果を関係者の前で発表しました（10/4）。発表会では、発
表だけでなく、学生や学生を受け入れた地域住民、またそれをサポートしたファシリテーターや行
政関係者、それぞれの視点からみた感想や気づきやを共有しました。地域の方々からも、写真や
発信で地域の魅力を可視化すること、継続的な仕組みづくりの重要性について貴重なフィードバッ
クをいただきました。地域に宿る魅力を伝え続けるために、学生と地域が一体となった「ため池ア
クション」の火を絶やさぬよう、これからも関わっていきます！引き続き、私たちの活動にご注目く
ださい。

③ 成果発表会

プログラムの行程 「ため池アクション」の詳細

「ため池アクション」は、地域で活動していくにあたっての「入り口」として位置づけています。そのため、
実施期間が終わった後も、継続して地域に訪れ、活動をおこなう、そういった関係性を構築できれば
という思いを持って企画・実施してきました。

その結果、昨年度に引き続き半数以上の学生が継続的に地域に関わっており、学生団体を立ち上げた
事例も見られます。それらの活動を継続的に支援するとともに、来年度も「ため池アクション」を実
施し、地域と学生の新たな出会いの場を創出していければと考えています。

来年度に向けて

11
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地域連携プロジェクトの成果や活動状況を、シンポジウムやフォーラム、SNS、メディアへの
掲載などを通して、広く発信しました。

4 情報の発信

各種 SNS を活用し、EHC に関する情報や
大学での地域貢献活動に関する発信をおこ
なっています。学生団体による投稿をシェ
アするなどして、広報活動のサポートもお
こないました。

SNS の活用

新規プロジェクトや学生の声などを新しく掲載するなど、
HP の情報を更新しました。「学生の声」では、1 回生が、
地域連携活動に参加する先輩学生と地域プレイヤーに対
してインタビューを実施・記事化に取り組みました。

HP の更新

エコ・ヒューマン地域連携センター HP

情報の発信4
地域連携プロジェクトの成果や活動状況を，シンポジウムやフォーラム，SNS，メディアへの掲載などを通して，
広く発信しました。

SNSの活用
各種SNSを活用し，EHCに関する情報や⼤学
での地域貢献活動に関する発信をおこなって
います。学⽣団体による投稿をシェアするな
どして，広報活動のサポートもおこないまし
た。

HPの更新
新規プロジェクトや学⽣の声などを新しく掲載するなど，
HPの情報を更新しました。「学⽣の声」では，1回⽣が，
地域連携活動に参加する先輩学⽣と地域プレイヤーに対し
てインタビューを実施・記事化に取り組みました。

エコ・ヒューマン地域連携センター HP

一回⽣が作成した記事（一部）

写真 未定 写真 未定

12
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環境人間学部が開催する研究・実践活動に関するフォーラムにて、EHC の地域連携プロジェクトが、ポ
スター・口頭発表をおこないました。具体的には、以下のプロジェクトの発表がなされました。また、「畑っ
こ」がポスター賞を受賞することができました。

2025.12.4@ 環境人間学部

当日の様子

環境人間学フォーラムでの発表

① EHC 教員プロジェクト部門

　学生国際協力団体 CHISE（乾）
　学生島活プロジェクト（太田）
　草刈りエクササイズ（森・柴崎）

② EHC 学生プロジェクト部門

　conneko- コネコ -（保坂）
　Change（三宅）
　DEN（坂本）
　＋ art プロジェクト（柴崎）
　山採りみらいグループ（柴崎）
　Jyoto’s（乾）
　畑っこ（坂本、柴崎）
　広尾東ファンクラブ（柴崎）

＊ （　）内は顧問ないし担当教員を意味します。

ポスター賞を受賞した畑っこのポスター
　（次ページ詳細）

13
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主要メディアの掲載実績としては、7 件あります。本年度に初めて
開催した「特別フィールドワーク」に関連する記事が多く掲載され
ました。

掲載実績
（主要なもの）

7件

日付 メディア 内容
関連する
プロジェクト等

備考

2025.
4.18

神⼾新聞 ため池中心に農村の課題解決
へ 5 〜 10 月加古川と稲美で
活動、学⽣募集

ため池アクション https://www.kobe-
np.co.jp/news/paper/re
gional/202504/001888
2348.shtml

2025.
7.15

神⼾新聞 農村活性化へ学⽣奮闘
課題解決目指し住⺠と交流

ため池アクション
広尾東ファンクラブ

https://www.kobe-
np.co.jp/news/touban/
202507/0019228110.s
html

2025.
10.9

神⼾新聞
NEXT

コスモスの季節到来 ため池アクション
＋ art プロジェクト

https://www.kobe-
np.co.jp/news/odekake
-
plus/news/detail.shtml?
url=news/odekake-
plus/news/pickup/2025
10/19566551

2025.
10.17

神⼾新聞 ため池を中心とした農村課題
の解決へ学⽣が住⺠と交流し
解決策稲美の 2 地区で

ため池アクション https://www.kobe-
np.co.jp/news/touban/
202510/0019597861.s1
html

2025.
11.21

神⼾新聞 雑草管理の⼤切さ伝えるフェ
スチームで連携草刈りレース

ため池みらいプロジェ
クト

https://www.kobe-
np.co.jp/news/touban/
202511/0019720656.s
html

2026.
1.13

神⼾新聞 濃厚で豊かな⾹り特徴
100% 地元産菜種油完成

ため池みらいプロジェ
クト

https://www.kobe-
np.co.jp/news/touban/
202601/0019905651.s
html

2026.
2.26

神⼾新聞 「ため池みらい研究所」設立
5 年、次世代が地域に戻りた
くなる農業とは　住民が学生
と模索

ため池みらいプロジェ
クト

https://www.kobe-
np.co.jp/news/touban/
202602/0020062039.s
html

メディア掲載実績

14
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2026.1.13 神戸新聞

2025.7.15 神戸新聞
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2025.4.18 神戸新聞

2025.10.17 神戸新聞
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2025.11.21 神戸新聞

2025.10.9 神戸新聞 NEXT
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写写真11  加古川市長への表敬訪問の様子（2026.1.神戸新聞）

と
は
い
っ
て
も
，
私
自
身
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ

ザ
イ
ン
を
し
た
こ
と
が
な
い
。
そ
こ
で
，

た
め
池
み
ら
い
研
究
所
の
山
田
特
別
研
究

員
に
相
談
し
た
。
山
田
特
別
研
究
員
か
ら

パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を

教
え
て
も
ら
い
，
学
生
間
で
話
あ
い
な
ら

作
成
を
進
め
た
。

作
成
に
あ
た
っ
て
は
，
丸
山
さ
ん
へ
の
ヒ

ア
リ
ン
グ
を
重
ね
，
菜
種
油
の
生
産
状
況

や
販
売
方
法
，
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
客
層

な
ど
の
情
報
を
整
理
し
た
。
そ
の
う
え
で
，

類
似
商
品
の
デ
ザ
イ
ン
や
売
れ
行
き
情
報

な
ど
を
整
理
し
，
イ
メ
ー
ジ
を
擦
り
合
わ

せ
た
。
試
作
品
に
対
し
て
は
，
丸
山
さ
ん

だ
け
で
な
く
，
広
尾
東
の
奥
様
方
に
も
意

見
を
も
ら
う
よ
う
に
し
，
改
良
を
重
ね
た
。

パパ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
の
作
り
方
っ
て
？

柴
崎
浩
平

兵
庫
県
立
環
境
人
間
学
部
助
教

た
め
池
み
ら
い
研
究
所
上
席
研
究
員

2026.1 作成

類
似
商商
品
の
デ
ザ
イ
ン
や
売
れ
行
き
情
報

な
ど
を
整整整
理理理
し
，
イ
メ
ー
ジ
を
擦
り
合
わ

せ
た
。
試
作
品品
に
対
し
て
は
，
丸
山
さ
ん

だだ
けけ
で
な
く
，
広広
尾
東
の
奥
様
方
に
も
意

見見
を
も
ら
う
よ
う
にに
し
，
改
良
を
重
ね
た
。

柴
崎
浩
平

兵
庫
県
立
環
境
人人
間間
学
部
助
教

た
め
池
み
ら
い
研
究究
所所
上
席
研
究
員

蝉
も
気
怠
そ
う
に
鳴
く
頃
，
丸
山
良
作
さ

ん
（
志
方
東
営
農
組
合
代
表
理
事
・
70
代

男
性
）
か
ら
相
談
を
受
け
た
。
同
組
合
で

は
，
景
観
維
持
の
た
め
菜
種
を
生
産
し
て

お
り
2
年
前
か
ら
本
格
的
に
栽
培
を
開
始

し
て
い
る
。
今
年
は
，
そ
の
商
品
化
に
向

け
た
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
た
。

相
談
を
受
け
た
私
は
，
学
生
有
志
を
募
り
，

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
作
る
こ
と
に
し

た
。
声
を
か
け
た
学
生
は
主
に
「
た
め
池

ア
ク
シ
ョ
ン
」
で
広
尾
東
に
参
画
し
て
い

た
学
生
で
あ
る
。
作
成
期
間
が
限
ら
れ
て

い
た
の
で
少
人
数
で
実
施
す
る
こ
と
と
し

た
。

結
果
，
3
名
が
手
を
挙
げ
て
く
れ
た
。
参

加
動
機
は
「
こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
た

広
尾
東
に
何
か
お
返
し
し
た
い
」
や
「
就

職
先
も
デ
ザ
イ
ン
系
を
検
討
し
て
い
る
の

で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
」
「
な
ん
と
な
く

面
白
そ
う
」
と
い
っ
た
具
合
で
あ
っ
た
。

学
生
と
一
緒
に
菜菜
種
油
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
デ
ザ
イ
ン
で
きき
へ
ん
や
ろ
か
？

学
生
ら
は
，
製
品
に
貼
ら
れ
た
パ
ッ
ケ
ー

ジ
を
見
て
，
商
品
と
し
て
販
売
さ
れ
る
こ

と
に
や
り
が
い
を
感
じ
て
い
た
。
ま
た
，

加
古
川
市
長
へ
の
表
敬
訪
問
を
お
こ
な
い
，

加
古
川
市
の
特
産
品
と
し
て
売
り
出
さ
れ

て
い
く
期
待
感
も
感
じ
て
い
た
（
写
真

1
）
。

丸
山
さ
ん
か
ら
は
，
学
生
に
何
か
お
返
し

を
し
た
い
と
い
う
話
を
い
た
だ
い
た
。
私

か
ら
は
「
学
生
と
地
域
の
人
が
交
流
で
き

る
機
会
を
作
る
の
は
ど
う
か
」
と
提
案
し
，

丸
山
さ
ん
も
そ
の
方
向
で
考
え
て
く
れ
て

い
る
。
ま
だ
そ
の
機
会
は
実
現
さ
れ
て
い

な
い
が
，
そ
の
気
持
ち
が
嬉
し
か
っ
た
。

お
返
し
の
返
報
性
。
と
い
っ
て
も
強
制
的
，

押
し
付
け
が
ま
し
い
も
の
で
は
な
く
。
そ

ん
な
あ
っ
た
か
い
関
係
性
が
構
築
さ
れ
て

る
こ
と
に
私
自
身
気
づ
か
さ
れ
た
。

作作
り
終
え
て
残
っ
た
も
の
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